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放送局が ラジオ 小説 を 募集 するとき 次の ような 条件 

をつ ける。 一、 三十 分で 完結す る もの。 一、 登場人物 

は X 名 位が 好都合で ある。 一、 明朗 健全に して、 国民 

性 をよ く 発揚して いるもの たる こと。 そして これ は 

ことわ 

辞って はない が、 芸術的に すぐれた 作品で なければ 

もちろん 

ならぬ こと は 勿論で ある。 これらの 諸 条件 を 聞かされ 

ると、 人 は、 それに 一 々適った 作品 を 書く こと はいか 

にむ つかしい か を 思う ので ある。 昔から よい 作品 は 霊 

感 によって 生まれる といわれ ている。 霊感 は、 また 

ひらめ 

「閃く」 という 述語 をい つも 従えて いる。 して 見る と 

それ は 稲妻の ような もの、 我々 のま まに ならぬ ものな 



求され るので ある。 或る 作家 はこうい う 註文 をう ける。 

「来週の 金曜日までに、 二十 枚の 短篇 を 書いて 下さい」。 

また 或る 評論家 は 次の ような 註文に 応じねば ならない。 

「七 枚の 評論、 明日の 国民 文学の ありように ついて」。 

私 は 作家で も 評論家で もない ので、 そのような 註文 を 

受けた こと はない が、 これが 事実で ある こと は、 人が 

よく 新聞 雑誌で 見受ける、 「私に 課せられた 題目 は X 

XX であるが、 このような 問題 は 与えられた 紙数で 論 

じつく せる もので はない 云々」 といった 書き出しの 文 

を 読む とき、 納得し ない わけに はいかない。 

ジャ アナ リズムの かかる やり方が 害毒 を 流して し 



う、 物理的に 不可能な こと もこ こで はしばしば あり 得 

る。 何に しても 作家た ちの 関心事 は 洋服屋の 関心事と 

同じで ある。 先ず 寸法に あった もの を 造る ことなの だ _ 

ここから 文学が 貴重な もの を 失った 事実 は、 容易に 

首肯され る。 文章 を ひきのばす 努力の ため、 簡潔と 明 

快と 生気が まず 失われ、 文章 は 冗漫に なり、 あるいは 

くどくな り、 あるいは 難解に して 無意味な 言葉 の 羅列 

になった。 同時に 内容の 方で は 興味が 失われ、 ダルに 

はんさ 

なり 煩瑣に なって しまった。 これら を ひっくるめて 物 

語 性の 喪失と 私 はいいたい。 

大人の 文学が 物語 性 を 失った 時、 文学 家族の 一員で 



いうなら、 例えば 西 鶴 や トルストイ や 宇 野浩ー 一な どの 

すぐれた 小説 を 読んで 見る とよろ しい。 そこに は あな 

た 方 は 作家の 手からで なく、 作家の 口から 出て 来る 息 

吹きの こもった 言 葉 をき くであろう。 

童話 はもと —— それが 文学な どと いう 立派な 名前で 

呼ばれなかった 時分 —— 話であった、 物語りであった。 

文学に なつ てから も 物語りで ある こと を やめなかった 

( ァ ン デ ルゼン や ソロ グ —ブ のこと を 憶い 出して 下さ 

い)。 文芸 童話の 時代に なっても 童話 は 物語りで ある 

こと を やめて はならなかった ので ある。 ちょうど、 人 



間が 様々 な 時代に 様々 の 帽子 を かむ つて 来たのに かか 

わらず 頭 そのもの は 変わらなかった ように。 この こと 

は、 童話の 読者が 誰で あるか を 考えて 見れば すぐ 解る。 

相手 は 子供であって 文学青年 ではない。 そこで 今日の 

童話 は、 物語 性 を 取り戻す 事に 努力 を 払わねば ならな 

い。 大人の 文学が 物語 性 を 持たない からと て、 どうし 

て それ を 真似る 必要が あろう。 そして、 はじめに 述べ 

たジャ アナ リズムの 悪い 習慣に も かかわ らず、 童話 は 

本来の 物語 性 を 取り戻し うると 私 は 信じる。 

ここで 憶い 出して 頂きたい、 フランクリンが 友人 数 

名と クラブ を 作り 各自が 書いて きた 原稿 (童話で はな 



かった が) を 作者が 読み 他の 者が 聞き、 批判し あった 

こと を。 また ディケ ンズが 彼の 長い 小説の 一 章ず つ を 

友人た ちに 聞いて もらった こと を。 『詩と 真実』 によ 

ればゲ —テ もまた 作品 を 読み聞かせる 習慣 を 尊んだ よ 

うで ある。 これらの すぐれた 文士た ち は、 こうして、 

文体の 簡潔、 明快、 生新 さ、 内容の 面白さ を 失わぬ よ 

うに 努めた。 これ は 昔風な 馬鹿正直な やり方の ように 

見える。 しかし、 今日、 童話が 物語 性 を 再び 身に つけ 

るに は、 少しで も 話の 内容な リ 文章な りが 退屈に なれ 

ばす ぐ 聴 手が ごそごそし はじめる ので 全 然 作家 の ひと 

りよが り を 許さない。 この 厳しい 方法が 最もよ いと 思 
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